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平

衡

資

金
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起
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又
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解
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於
げ
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金

を
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全

商

的

崩

壞

に

際
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、
て.
；^

亦

、
觀

ら

れ

た

の

，
で

ぁ

づ

て

、
.
，即

ち 

1

五
p

の
：夜
平
だ
至
り
、
：英
来
兩
國
の
支
極
ね
‘

下

便

切

下

の

敏16：

を
炎
定
ロ
、
同
時
にT

o
o

偉
ク
ラ
ン
の
爲
替 

率
衡
資
金
’

の
設
摩
し
て
、
：外
摸
に
對
す：？
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.ラ
シ
貸
め
‘安
定
を
期
す
を
に
至
り
っ
た
0
.

一
 

兩
し
で
マ1

0

月
' 1

-

日

に

成

^
^
し

お

新

通

誉

に

基
 

S
:

て
，
佛
蘭
西
錄
行
は
共‘の
保
有
金
準
，傭
れW

評
傅
を
.
疗
っ
お
が
、
そ
の
再
評
银
の
基
準
は
、
佛
蘭
西
の
撰
定
じ

.

^

劫
：下
#

た
る
！

.
1

五•
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九
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乃
至
三
四.

m

ー
ぜ
ダ
の
中
、#

定
的
に
前
者
に
辕
ウ.
だ
。
い
ぞ.
か
錯
跟
佛
蘭
西
銀
行
の#

評

傳

嚴

は一

七
0

億
フ
ラ
ン
に
上
っ
た 

が

タ

中

が

お
.1.

0
0億
フ
デ
シ
ば
爲
替
平
衡
資
金'お
し
て
別
勘
定
に
移
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

佛
蘭
四
額
マ
ラ
シ
の
沒
银

S

影
響
を
即
時
ぬ
蒙
タ
た
和
蘭
は
、
か
月

t
i

六
日
に
金
輸
出
を
禁
止
し
、
二
八
日
に
は
>
 

金
本
位
の
停
止
と 

共
に
！

1
1

億
グ
'

ル
デ
ン
の
通
貨
资
定
資
金
を
設
腫
す
る

3

日
が
、
曾
相
に
ょ
っ
，て
聲
明
さ
れ
た
，

0

.

但
し
和
蘭
は
平
價
切
卞
を
同
時
に
ラ
は
す
、 

自
然
の
經
過
の
裡f
c

グ
ル
デ
シ
货
め
水
準
を
見
⑧t

こ
と
に
な
ウ
て
ゐ
る
。
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和
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年
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月
，い；：；：
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以
上
は
各
國
に
於
け
る
爲
替
平
衡
資
余
の
事
例
で
ぁ
る
が
、
之

.

に
よ
っ
て
も
吾
々
は
、
そ
れ
等
の
'
.間
に
：存
す
る
若
干
の
：特
徴
を
推
知 

す
る
と
と
が
出
來
る
？
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の

目

的

で

る

が•
.孰
れ
の
場
合
に
も
、
直
接
的
に
は
爲
替

6

安
定
を
目
標
と.し
'て
ゐ
る
こ
と
に
.は
變
り
が
な 

併
ね
な
が
ら
、
之
を
仔
細
に
觀
察
す
る
と
、
そ
の
間
差
異
の
認
む
べ
き
も
の
が

^
^
^
0
の
で
；5̂
づ
て
、
例
へ
ぱ
英
吉
利
の
陽
合
は
、

後
述
の
如
く
ポ.
ン
ド
わ
對
外
慎
値
に
起
る
ぺ
き
過
歡
の
騰
貴
又
；

^

落
を
防
遏
サ*
^

'

^在
る
と
公
言
さ
れ
だ
が
ず.^
0
^る
が
、
を
の
實
ポ 

ン
ド
の
騰
貴
を
抑
止
し
て
、
貿
易
上
：の
有
利
を
W

保
せ
ん
と
す
る
に
在
る
と
黎
さ
れ
を
。
.是
れ
に
.

反
し
て
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
金
融

恐
慌
後
そ
の
梭
用
し
た
景
氣
囘
復
策
の
矛
盾
の
結
果
？

.一

時
ド
ル
貨
に
安
定
を
與.
へ.
る
；^

に
斷
行
さ
れ
た
平
償
切
卞
に
隨
伴
！し
た
も
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で
あ
つ
て
"

そ
の
企
圓
す
る
と
こ
ろ
は
英
言
利
と
同
様
に
ド
ル
，

.

貨
.

の
騰
貴
抑
賊
に
存
し.た
け
れ
ど
も
、.
T

メ
ナ
力
‘.
の

鼠

意

は

英

吉

利 

れ
と
は
異
り
、.
國
內
物
偵
の
囘
復.
、
産
業
復
興
蓮
動
の
肋

成
： ,：̂

主
服
と
'

レ
た
の
す
取
る
？
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更
に
'

白
耳
義
、#

蘭
四
、.
和
蘭
等
の
場
合
は
、孰
れ
も
金
本
位
離
脱
の
際
に
於
け
！

措
歡
と

'し
て
採
ら
れ
た
も
の¥
.

あ

る

が

ら

.、 

づ
新
ら
た
に
撰
定
さ
れ
た
平
價
へ
の
.

爲
替
の
安
定
を
企
圓
し
：

の
：と
言
つ
て
；
^
 

傲
レ
に
注
鼠
ず
ぺ
き
は
、
.

此
等
は
：孰
れ
も 

當
該
資
金
設
置
の
當
初
に
於
け
る
目
的
乃
至
企
圓
な
の
，で
あ
る
か
ら
、
其
め
接
れ
情
勢
の
變
だ
に
ょ

.

つ

て

、
，

.

新

ら

た

な

，
；
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圆

の
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こ
と
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か
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あ
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に
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の
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出
方
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に
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S

て
も
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逮
が
.

見
出
さ
れ
る
。
即
ちf

化
吉
利
の#

合
に
は
、j

定
眼
虔
ま
で
の
大
蔵
备
證
黎
の
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行
に
ょ
つ
て
之
が
得
ら
れ
，る
の
で
，あ
る
.

が
、
他
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の
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カ
、-
白
耳
義
、
カ
ナ
ダ
、
佛
蘭
因
の
場
合
に
は
、.
す
べ
て
中
央
銀
行
又
は
政 

府

b

保
有
金
準
備
：のW

評
價
織
か
ら
拾
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

歡
く
の
如
き
其
の0

的
.

並
に
資
金
拾
出
方
法
に
银
す
る
相
進
は
、
す
：，：ベ
て
當
該
資
金
設
置
の
時
朋
と
關
聯
し
て
ぬ
る
の
で
あ
つ
て
、

一
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吉
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の
事
例
は#
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仏
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縱
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爲
替
平
衡
資
金
に
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て
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'
.上
述
，の'
,如
ぐ
，
*

各
'
掘
‘

の
爲
替
平
價
資
金
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徵
が
あ
り
、
叉
そ
の
蓮
用
も
必
す
し
も
同

一

で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る 

の
で
あ
る.
が
，、

そ

れ

等

の

中

'

に

在'
ウ
て
、
代
表
的
事
例
ほ
英
吉
利
め
を
れ
で
あ

'

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
つ..て
ク2$

下
英
青
利
爲
替
取

. 

,.
.
.ニ-

-

,
.

. 

:

.

衡
資
金
を
‘中
心
と
し
て
、
着

干

の

分

析

試

み

る

と

と
V
す
る
。
.

'ゾ

V
ん

金

創

設

れ

動

因

及

び

目

標
.
’

^
^
^
 ̂

V
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ぃ
ニ
ニ
：
'

'

ゾ
：

ベ
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S
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先
づ
英
青
判
は
、
何
故
谓
替
平
衡
資
金
を
：飢
設
す
る
に
至
つ
，た
か
を
、
概
觀

U

よ
ぅ
0
:

そ
の
貸
常
慎
値
を
ぱ
奮
平
慣
に
確
保
す
る
こ
と
.

が
、
如
何
に
英
苦
利
傳
統

S

政
策
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ
こ
と
に
就
い
て
は
、
S

に
更 

め
て
指
摘
す
る
ま
で.
^
^な
5

:

と
と
ろ
で‘
お
、.る
0

こ 
'の
事
は
、
英
言
利
が
金
本
位
の.組
國
で
あ.
レ
、̂
目
：つ
國
際
金
融
の
中
、
4

^

國
.

で
.あ
を
點 

に
鑑
み
れ
ぱ
理
解
ざ
れ̂̂
と
と
で
あ
る
。
然
を
，に
と
の
英
吉
利
傳
統
の
政
策
が
、
金
本
位
ハ
離
脫
と
共
に
全
く
其
の
方
向
を
轉
換
す
る 

に
至
つ
た
み
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
狗
に
、
世
界
經
濟
の
推
格
に
歸
せ
ら
れ
る
こ
と
で
な
け
れ
ぱ
な

-

<i：

'

な
5

0
勿
論
今
日
に
於
い
て
も
英 

出n

利
は
、
決
し
て
も
の
ポ
シ
；ト
貨
の
慎
値
を
ぱ
自
由
の
動
播

.

に
委
せ
よ
ぅ
と
は
し
て
ゐ
な
、
5

0
寧
ろ
其
の
安
定
を
期
し
て
以
て
、
其
の 

國
際
通
貨
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
ゐ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
け
れ
ど
も

>

-

併
し
こ
れ
を
ぱ
國
內
經
濟
情
勢
を
.無
親
し
て
ま
で
も
奮 

平
慎
に
維
持
し
よ
ラ
と
は
し
て
ゐ
な
い
の
で
お
る
。
換
言
す
れ
ば

"

ポ
ン
ド
相
場
を
ぱ
そ
れ
の
自
然
の
地
位
に
適
隙
，せ
し
め
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
と
認
む
る
に
至
つ
た
の
で
ら
て

.

、.‘
.鼓
に
英
宵
利
爲
替
政
，策
の
轉
換
が
始
つ
た
の
で
あ
'

る
？

：

.： 

. 

兹
で
少
し
く
、
平
衡
資
金
，創
設
當
時
に
於
け
る
ポ
ン
ド
貨
及
び
倫
敦

‘

の
地
位
に
就
レ
て
述Y

て
置
く
必
要
が
あ
る
。
ポ
ン
ド
貨
，は

一 .

九

三

I

年
九
巧
の
金
本
位
離
耽
と
共
に
急
落
を
始
め
，
同
年
末
に
は
ニ

一0
%

を
超
ゆ
る
暴
落
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
翌

年

H

は
旣
こ 

-

逆
理
'

と
；

53.

見
：え
を
地
位
を
，有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
◊

即
ち
そ
れ
ぱ
全
ぐ
不
安
定
の
寒
礎
の
上
に
ま
つ
て
.

は
ゐ
る
，
け
れ
ど
も
金
貨
よ 

ぢ一
:
1

實
.

で
.

あ

る

：と

、
：
外

國

人

め

，
眼

に

映

じ

た

.

の
で
あ
：る0
:

前
年
の
，ポ
シ
：ド
；の
崩
落
は
根
本
的
に
は
英
利
輕
齊
に
存
し
た
基
本 

的
弱
點
.

ほ

基

因

ず

，る

も

の

で

：お

：
つ

た

と

.

.は

言
へ'、直
接
的
に
は
偷
敦
に

-

存

在

し

た

外

國

短

期

資

金

の
，，
j

齊
引
上
に
因
る
も
の
で
あ
つ
た
。 

ぞ
れ
故
，に
、
を
れ
等
外
國
短
資
の
.

主
要
部
分
が
淸
算
さ
れ
る
や
，
.

ポ
ン
.

ド

：の

國

際

诵

貨

.と

じ

K

の
：地

位

の

.
囘

復

は

明

白

な

こ

と

で

あ

：，つ 

:

だ
の
i

ら
す
、
ア
メ
フ
カ•
ド
ル
及
び
金
通
貨
は
、
ポ
ン.ド
貨
の
.

旣

に

通

過

：し

た

恐

：慌

過

程

,

：5
|
^
、、
令
後
に
於
い
て
迎
べ
な
け
れ
ば
な 

ら
.

ぬ
立
場
，に‘
在

づ

た

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

外

國

短

資

が

再

：
び

倫

敦

に

集

中

し

來

つ

，，た

り

は

當

然

の

次

第

で

あ

，
つ

.

て
、
其
め
：給
弗
に
就
い 

せ
は
？

.マ
：ク
ミ
ラ
シ
報
告
が
旣
に
そ
れ
以
前
に
之
.

を

よ

く

明

か

に

し

て

ゐ

’
る

0

帥

ち

.
：

 

：

「

，戰W

に
於
い
て
、
倫
敦
が
雨
餘'の
他
界
各
國
に
辦
し
て
：
.

有

す

：る

短

期

資

金

：丄

.

に
於
け
る
地
位
は
、
可
な
り
均
衡
.
め
：£
.

れ

て

‘
.
ゐ

た

も
 

の

せ

あi

と
f

つ

ズ

よ

か

ら

ぅ

：

0

:

4

日
儉
敦
が
有
じ
デ
ゐ
る
：外
國
の
：短
期
手
形
及
び
筑
金

.

の
请
務
總
額
は
、
引
受
奉
：形
に
關
す 

敦
め
'

債
權
額
を
遙
か
に
越
過
し
：

H

ゐ
.

る
。
と
の
.

事
は
、#

は
倫
敦
が
，國際手

.

#

引
ま
業
養
び
そ
れ
に
關
聯
せ
る®

金
と
は
®

に

、 

よ̂

^

，層
大
規
模
にM
i
l

銀
行
業
務
を
行
つ
て
ゐ
る
め
ガ

と
"
*

言

ジ

ぶ

よ5
’

の
：で
あ
る0
.

.吾

々
は
、&

敦
の
.
有

す

る

流

動

資 

弯

と

ハ

他

の

大

な

冬

國

際

金

融

中

め

國

：
の

.

そ

れ

の

；間
に
於
け
る
開
き
が
、
現

*
1̂

あ
：ま
，
.

に
大
セ
あb

.

之

を

、縮

少

す

ぺ

ま

で

'

あ
.
る
と

.考
へ
：

ニ 

Vッ
、

ハ、 

V
- 
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そ

と

，で

、
；
斯

る

外

國

短

資

を

統

制

す

る

；と

と

は

ハ

.

#

市

場

の

安

定

の

た

め

に

も

、

又

英

吉

利

.の

一

般

經

濟

及

ぴ

金

融

の

^

^

を

避 

け

：
J
<
?

ち
め
に
も
*

必
要
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
又
斯
る
外
國
短
資
及
び
投
機
的
資
金
の
移
動
を
挑
ま
し
て
こ
そ
、
ポ
シ
ド
貨
の
落 

付

き

1

的
水
律
が
求
め
ら
れ
た
：の
で
あ
る
。
：

®

の
働
に
就
'
,

S
,

て
は
、
旣
に
本
稿
冒
頭
に
述
べ★

と

と

ろ

せ

あ

：
る

3

 

4
^

ウ
て
、 

如
何
な
る
機
關
を
以：

て
且
ろ
如
何
な
ネ
方
法
を
以
て
、
、之
を
統
制
す
る
か
問
題
ふ
な
つ
た

の
で
あ
る
が
、
と
の
點
に
つ

5
,

て
先
き 

に
.

考

慮

に

ト

：
：
ぼ

る

も

の

は

 

>
 

英
蘭
銀
行
に
ょ
る.
そ
れ
で
あ
る
。
，事‘實
英
蘭
銀
行
は
,短
期
間
0

間
斯
る
任
務
を
：食
擔
し
た
の
で
あ
る
が
、

.
 

そ
れ
に
：は.
四
點
，に
於
い
，て.困

難

の

伴

ふ

も

の

が

認

，め

.

ら

れ

た

。
S

5

,

.

.即

ち

第.，

一
:

に

は

.、

英

蘭

艱

行

は

.

そ
め
保
有
の
外
國
爲
替
を
金
に 

換
へ.る

：， u
:
4

が

出

來

な

か

。
，，
蓋

：し

英

蘭

銀

行

の

，金

賈

入

償

格

は

法

律

上

j
:

定
し
ー
ズ
 

金
の
市
慎
は
爲
替
相
場
の
現
狀
，
 

か

ら

言

っ

て

、

.そ

れ

を

遙

か

に

離

れ

て

了

ク

：て

ゐ

た

か

ら

で

あ

る

。

第

一
!
.

に
•

假
令
同
行
は
、
保
有
外
國
爲
替
の
爲
替
危
險
を
ヵ
ヴ
ァ 

，
.

す
る
を
め
に
金
を
獲
得
し
得
た
と
し
：て
も
、
そ
め
結
®

t
r

，
保

證

準

備

發

行

の

減

少

を

招

來

す

る

か

ハ

左

も
.}:

T

ぱ

銀

行

部

保

有

の 

創
ム
ロ
の
：
稽

大

を

來

.た

す

か

で

な

け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

の

で

あ

.
っ

て

、：
そ
れ
は
國
內
狀
態
の
：變
化
を
豫
示
す
る
も
の
と
解
-
^
れ
る
’か
も
知
ぇ
な

- 

か

っ
た
の
で
あ
ろ0

第
二一

と
し
て
は
、

金
の
價
格
が
勸
搖
し
て.
ゐ
る
こ
.

と
は
，
英
蘭
銀
行.
の
週
報
を
複
雜
化
す
る
わ
け
で
、
發
行
部
と 

銀
行
部
.

と
.

の
間
に
於
け
る
利
潤
の
分
配
に
就
い
て
複
雜
な
問
題
を
想
起

.

す
る
こ
と
に
な
る
で

.

あ
ら
ぅ
。
第
四
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
投 

機
的
取
引
S

し
'

て
適
'

切
な
驚
吿
ぇf

操

作

が

：必

要

な

の

で

I

.

が

、.
英

蘭

銀

行

は

週

報

公

表

の

義

務

を

：食

.

.っ

て

ゐ

る

の

，
で

あ

る

か

， 

ら

、
：
^

行

が̂
1
1身
€

^

勘

定

に

於

ぃ
.

て

操

作

を

行

ふ

：
こ
と

‘

は

、

却

ゥ

て

投

機

の

：：目

標

と

，
な

.

る

虞

れ

が

ぁ

る

0 

パ
ン
一
.(

註
'

1 D

 -

さ
•
，'ガ.....
 w

an,. Th.e .Exchange w
q£Jsation... Account.

，’，
そ

こ

で

、

.

英
蘭
銀
.

n

忙
代
り
得
る
機
關
が
ま
め
ら
れ
た
の
で
あ
'
,っ
；て
、.
マ
，
ク

ミ

ラ

ン

報

吿

，
に

於

い

て

ほ

、
.
英

蘭

銀

行

の

發

行

部

及

び 

纖

行

，

の
.

併

合

、

發

券

規

定

，
の

.

改l
i
T

並
に
取
府
按
肋
の
卞
に
同
行
の
資
本
を
槽
額
し
，て
外
國
爲
替
取

S

の
能
力
を
附
與
す
る
こ
と
が 

蕭

獎

さ

：
れ

H

力
ほ
爲
潜
平
衡
勘
定
な
る
特
殊
の
施
設
を
置
き
、

.

英
蘭
銀
行
を
し
て
こ
れ
が
蓮
用
の
掌
に
當
ら
し
む
る
に
.至
っ 

た
め
で
あ
ぷ® 

-

J
:

爲

替

平

衡

資

金

：が

以

：上

の

.
：如.
き
必
要
か
ら
生
ま.
ル
た.

f

の
で
あ
る
か
ら
、..其
の
.

！

E

標
と
す
る
所
は
自
ら
推
知
出
來
る
替
で
あ
る
。
今 

該
資
金
‘

設
遺
の
提
案
に
關
し
て
、
.

下
院
に
於5

:

 

H

行
は
れ
★

論
議
の
.

中
か
ら
、
此
の
制
鹿
韻
設
の
基
礎
と
し
て
政
府
代
表
.者
に
ょ
っ
て 

.

認
落
，さ.
れ

た

摘
-

記
す
る
と
。

.

(
一
)

英
吉
利
は
何
等
か
形
式
に
，於
け
る
余
本
：位
へ
の
復
歸
を
目
途
と
し
て
ゐ
る
。

，

ご
，I)

ゆ
わ
窮
極
の
彼
歸
は
、
，奮
平
懷
以
下
に
於
い
て
行
せ
れ
る
で
あ
，̂
ぅ
。
‘ぃ
，

，

ブ
；

.
：

:

b

s

併
し
、.ま

べ
：，：

の
：
復

I
I

が
近
タ
將
來
起
る
も
の
と
期
待
す
る
ゎ
け
に
は
行
か
な
い

o

’

，：
 

‘

そ
の
企
岡
ザ
；
斯
は
、
：

f

價
水
準
引
上
の
自
的
を
以
て
、
ス
ク
ー
;

リ
シ
.

グ
爲
替
の
動
捕
を
統
制
す
る
に.在
る
0

.

そ
れ
と
同
時
に
、 

い

：.：；

ジ

シ

：
タ

ー
:
ザ

ツ

グ

の

激

動

を

賊

止

す

る

：

☆

め
に
、
；一
あ
ら
ゆ
る
タ
カ
を
拂
は
ん
と
す
る
0

.

(

冗
.

)

！
風
物
便
水
雄
の
引
上
が
達
球
さ
れ
た
場
合
に
.

は
、
：.

水
準
の
安
定
を
圓
る
こ
と
が
、
次
の
：目
的
と
な
る
.

で
あ
'

ら
ぅ
力"

と
：云
-ふ
に
在
つ
た
0
:
而
レ
て
大
蔵
大
：臣

は

、：.

爲

替
平
衡
資
金

わ
！！！：

的

は

、
，：
決

し

て

爲

替

變

動

0
火

勢

に

逆

行

4
,

ょ
々
と
す
る
も
の
，
で
は 

な
べ
パ
、
：唯
そ

.
れ
：に
起
る
ぺ
.ま
過
當
の
騰
貴
又
は
下
落
を
：柳

.
除

せ
ん
と
す
ぶ
：に

.
在

！̂
旨

を

ぱ

、V强
調

し

た0 
; ’V

 

.

爲
替
平
銜
資
金
に
；就
い
て
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0
 
ニ
！
 

(
.
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ん
ニ
ニD

け
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i 

0

四

パ
链
替
平
衡
資
金

，！對̂

し

，す

得

へ

ら

れ

た

以

-J-i 
.の
加
き.期
待

と

、
當

時

の

英

sĉ
:
0

經

濟

情

勢

？
:̂

び

賈

易

政

策

と

を

俳

は

$

慮

し

て

、 

.英

資

刹

か

此

の

制

度

ぐ

よ

つ

て

々

給

廣

賛

上

：有
利
な

'地
.步

を
確
保
せ
ん

，i
し
て
：ゐ
.
る
；の
で
は
な
レ
か
と
、
：
廣
ズ
認
め
ら
れ
た
や
う
で 

r
あ

 ̂f
 
€

め

鳳

に

：つ
い
.て
は

 
>;
英

吉

利#
の

意

見

に

於

5

て
姥
全
然1

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
：り
、
ー.
文
英
言
利
の
世
界
金
融
上
の 

地

位

を

れ

ば

、
；
そ

を

全

く

ザ

ン

，ボ

貨

.の

可

及

的

安

定

を

求

む

ま

外

に

他

意

の

な

い

と

と

.
を
、
認
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ 

る
、が
：
併
"̂
當

時

並

に

洪

の

廢

め

情

勢

を

策

と

，か
ら
判
斷
レ
て

> 
又
貿
易
上
の
企
圓
が
其
わ
：

I:

半
を
形
成
し
.
：て

ま

と̂
と̂
^
^

て
も
、
：

し
不
當
で
ほ
な
か
ら
う
ぇ
考
ベ
ら
れ
る

.

の
で
あ
る
。-
勿
論
倫
敦
か
ら
、
、
外
國
資
を
緋
除
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
な
い 

こ
と
はJ

E

ふ
ま
サ
も
な
い
パ
ー
蓋
ル
そ.の
存
在
はr

英
き
利
低
金
利
に
於
け
,
^
主
耍
々
因
を
成
し
て
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

^
各
國
め
爲
智
平
衡
資
金
が
、
：

.

そ
の
任
務
に
於
い
て
、
又
そ
の
方
法
に
於
い
て
非
常
の
相
遠
の
あ
き
と
は
旣
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る 

力
，：
 

' 

ぐ
*J

.
f
v

 

ふ
所
.

の
操
作
は
本
來
中
央
銀
行
の
普
通
の
.お
動
領
域
に
屬
す
る
種
類
の
：も
の
で
あ
つ
て
、
異
常
わ
危
厥
對
す
る 

防

禦

手

^

一
ダ
は

}£

楊
.

干

與

：
の

た

め

に

必

.

耍
な
强
大
な
，る
資
力
を
供
給
す
る
方
法
と
レ
て
、
役
立
つ
て
ゐ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て

P

るP

 

う
.

併
し
な
が
ら
、
：そS

作
の
實
狀
に
：至
づ
て
は
、
孰
れ
の
國
に
於
レ
て
も
極
腐
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
，
英
吉
利
に
於
い
て 

ま
然
秘
密
に
附
さ
れ
た
ま\

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、こ
の
制
鹿
の
行
ふ
統
制
の.-

!

般
的
性
質
は
可
な
り
よ
く
知
ら
れ
て
.

ゐ
る 

所
で
t

、
又
そ
の
ゼ
す
る
意
義
もI

新
聞
に
論
議
さ
れ
て
な
る
の
で
：あ
る
。
.

：；旣
に
過
べi

金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
所
は
全
部
で
三
七
；
^

百
萬
ポ
ン
ド
で
、
き

し

て

大

蔵

省S

か
ら
成
立
っ
て
ゐ
るo

(

其
の
8

は
後
に
抱
に

1

I

る
：
蓮

用

狀

態

め

項

.

參
照)

.

而
し
て
そ
の
，操
作
に
必
要
な.資
金
と
し
て
は
、
右
の
大
蔵
省
證
券
の
資
却
に
對
し
て
得
ら
れ
る
ポ
ン
ド
資
金 

を

以

て

：充

當

す

る

0

で
あ
る
0

,

倫
敦
市
場
に
資
金
が
流
入
し
來
り
、
之
を
統
制
す
る
の
が
適
當

と

‘

がゆ

め

ら

れ
る
と
、
モg

.

資
金
は
大
蔵 

省
證
券
を
賣
却
し
，
..そ
れ
に
よ
つ
て
得
た
ポ
ン
ド
資
金
を
ぱ
、
例
へ
ぱ
佛
蘭
四
フ
ラ
ン
の
賈
入
に
利
用
す
る

0

:
佛
蘭
西
フ.
ラ

ン

は

、

，平

.
 

徹
勘
定
が
之
を
金
に
換
へ
る
こ
と
の
出
來
る
も
の
で
あ
る
、が
、
又
平
衡
資
金
は
倫
敦
市
場
自
體
に
：於

S

て
も
、
ポ
：ン
ド
を
以
て
余
の
買 

入

又

は

賣

却

を

行

ふ

の

で

あ

つ

て

"

之

に

よ

つ

て

金

の

價

；
格

に

對

し

て

，所

期

の

，，
影

響

を

與

ぺ

よ

ろ

と

す

る

の

.

で

あ

る0
.

大

蔵

潜

證

券

の 

賣
#

ふ
ジ
；
.

遷

文

は

金.のi
n；

入

と

云

：
ふ

資

金

の

操

作

を

，過

じ

V;
、

.爲

替

情

勢

が

影

響

を

蒙

む

る

，
の

み

な

ら

す

、

1><國

内

市

場

に

，於

け

る 

信
用
量
も
亦
之
を
受
け
ざ
る
を
得
な
.5

:
0
,

で
あ
る
0

平

霊

金

が

犬
®

餘
券
を
寶
却
す
タ
こ.：-^
:は

、
、
實

際

上

、
，
；
相

殺

的

影

響

を

持

つ 

公
開
市
場
操：
^

し
て
の
働
き
を
す
る
の‘
で
あ
，ウ.
て
，：
そ
れ
は
、
倫
孰
へ
の
金
流
入

.
g

よ
力
モ
大
銀
待
の
英
蘭
銀
行
へ
わ
現
金
殘
高
の
，
 

激

す

る

の

を
、

' 

抑
止
す
る
の
：で
あ
る0
:

造

れ

に

反

：し

て

、

.

平

衡

資

金

が

ポ

，
ン

相

場

ま

持

0

た

：：
^

に
；
、

#

持
の
：金
叉
は
御
蘭
西
フ
ラ 

ケ

沒

寶

却

す

*
^
場

に

は

、
勿

論

ポ

ン

：
ド

資

金

を

得

る

譯

で

、

衡

資

金

'

は
，之

を

以

：
て
？

其

の

寶

岀

し

た

誰

券

の

，t

部
分
を
賈
戾
す
こ
.
 

と

來

る

？.
と

の

場

合

に

：は

、
，
前

前

場

合

と

は

：反

對

方

向

の

操

作

を

行

つ

て

ゐ

る

0

で
あ
つ
て
ロ
こ
れ
に
依
力
、
資
金
め
：流
出
に
も 

拘ら
；？

場
ゆ̂

綠
持
を
.

谏

瞭

す

.
る

の

で

ぁ

そ

，れ

故

に

、

平

衡

資

金

の

’

金
保
有
高
の
，增
大
は
、
；ホ
中
銀
行
の
英
蘭
銀 

5

^

©

女

金

：の
：糟

加

を

招

來

し

セ

5

の
で
あ̂
o
:。ャ
而
し.
て
英
蘭
銀
行
が
紙
常
の
流.通
高
を
播
加
せt
;

^

で
；.义
は
市
ゆ
銀
お
ゅ
懷
ダ
全
勘
定 

を̂

サ
％

よ
ぅ
ぷ
す
れ
ぱ
、.右
の
本
衡
勘̂
1
^

、̂の
金.
め
，一 :

部
を
引
受
け
さ‘
へ.
す
.

机

ぱ

よ

い

の

；
で

あ

つ

.

て
：：
，
.：
そ

れ

と

伺

時

を

有

懷

證

券 

の
相
殺
豐
却
ぷ
行
ふ
，
^

要
は
み
い
の.
で
あ
る
0
.
,ま
は
1
^
.
<ラ
.

同
行
§

も
が
出
動
し
；て
遺
誰
家
を
賈
入
れ
て
も
よ
5

の
.

で
あ
>

^

^

0

(

5

0
 

港

を

廣

：
に
填
い
て
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禁

衡

f

金

，
に

f.

ぶ
 

l
o

六

a

八
i

、：..
'■̂

ゆ
5
:
^め
.
タ̂

%

臀
ネ
徵
ぎ
タ
の'
操
作
ボ
.
n
.趣
廣
せ
附
タ
れ.
て
ぬ
：^p
,に
>
^
^拘
ら
，す
ゅ.
l
l
^だ
舉
郁
で
ぁ
る
と
云
，ふ^^
^

.

.
サ：；

な
.■既へば

？

ま

#

の

船

果

、

：

ィ
シ
：：
フ

ふ

濟
；？r

ツ

泳

慧

さ

れ

ま

•で
.は
な
；

S

か
と
か
-
或
は
國
民
納
役
者 

ホ
*
^
.
!
^
ま

濯

1

韻
的
取
引
を
行
ひ
、
以
て
國
庫
I

害
を
4

思

む

ま

め

5

な
い
か
、
と
云
ふ
が
如
き
は
t
 

セ

t

か
し
か
潜
め
^霄̂
は
ギ
衡
働

-
^
^
の
機
.構
を
：§̂
か
に
す
れ
ぜ
水
解
す
る
も
の
，で
ぁ
0
て
、
即
ち
前
述
の
如
く
、
：平
衡
勘
定
は
、
. 

?
タ
，り5

.

シ
メ
#
换
：へ
き
走
湖
の
藏
營
俯

f

れ
お
政
府
，の
：
：
，

t 

m

s

i

u

.
め
ポ
.
1

0

」

而
し
て
そ
の
得
た
ス，

タ
J

ン 

:

ダ

：
^
々

濃

ポ

：
書

者

：

£
貝
却
，
す

れ

ば

、

そ

：ゎ

緒

嚴

、
：
平

衡

豐

資

産

.，の
5

.

§

,

§

、、
：
'

該
外
國
通
f

獲
得
す
'

る
1

はI
f

衡
勘
定
に
ょi

1

さ
れ
る
し
、.
叉
相
場
を
調f

 

I

と
に
ょ
つ
て
、
そ
の
手 

濃

赛

职

佛

國

插

資

マ

並

に♦

國

還

が

囊

にr

ま
'

へ
ら
れ
‘

る
！̂
鹿

に

ま

て
.
■
響

を

及

ぼ

す

ま

が

出

ず

の

ぎ

平
$

ま

有

す
S

力
に
.

つ
い
て
.
.も
S

が

ま
0

.

即
ち
、

'
.此
：
勘
定
め
有
す
る
資
金
は
き
セ

5

寓
ポ
ン
ド
で
ぁ
る
と
云0 

:
.そ
ル
は
、-

の
勘
淀
が
蜜
額
まS

外
國
遷
の
取
引
を
な
し
縛
る
け
れ
ゼ
‘
も
>

.

そ
れ
.

に
.

到
達
'
す
れ
ぱ
最
早
行
：ひ
得
な
い
と 

佳
ふ
と
と
'

を
、
1

.

し
て
t

ゎ
4

は

な

い

。

平

衡

勘

定

の

借

入

れ

る

，ス

ギ

ャ

ン

.

グ

の

余

額

が
>

:

?

ニ
定
時
に
於
い
て
右
，
S

 

§

.

韻
に
到f

せ
ぬ
限
り
、，

：

そ
の
操
：
^

は
服
り
な
く
遂
行
し
韻
る
の
や
ま。
'

假
令
ス
タ
，
タ
ン
グ
の
養
耍
が
强

化

さ

れ

て

、

英

蘭

銀 

I

打
：ボ

右
.

々

截

高

版

度

に

速

す

る

：ま

.

ダ

ス

夕1
;

リ

ン

グ

を

寶

却

し

な

.
け

れ

ば

な

ら

，ぬ

や

う

な

場

合

が

意

起

ぎ

4

、

平

衡

勘

定

が

そ

の

保 

有

ま

满

篇

替

ふ

ザ

f

れ

の

金

本

篇

に

於

い

て

金

に

族

へ

る

，.
^
云

ふ

方

法

を

辩

り

、
ホ

て

外

國

爲

f

金

へ

の

交

き
S

,
ご
ご

ふ
‘
.

こ
ふ
は
冗
弾
で
あ
る
。
斯
く
し
て
得
ら
れ
た
金
：は
英
蘭
銀
行
發
行
部
に
引
渡
し
、
そ
れ
に
對
し
て
蔵
券
の
譲
渡
を
求
め
る
こ
と
が

W

沸
ザ
の
結
ま
平
*
湖
淀
の
猎
入
總
額
を
灘
少
更
に
ス

I

夕
-
-

J

ン.
グ
ゆ
賣
却
を
可
能
な
ら
し
め
る
ヤ
あ
ら
勿
論
弱
點
は
、
"平 

街f

定
W

 r
<

夕
1

リ
ン
グ
を
.
货
入
れ
'

て
、
外
國
通
貨
を
資
却
し
な
け.激
ぱ
な
ら
ぬ
場
合
の
如
く
、
ス
ダ
ー
リ
シ
グ
か
ら
の
逃
避
が
起
る 

場
合
あ
ぶ
ズ
，が
鬼
に
角
乎
持
の
外
國
資
金
ポ

あ

，

り
、
，
ポ
シ
ド
贺
の,

落
を
阻
止
し.
得
る
普
で
、
若
し
手
持
外
貨
が
欠
乏
す
れ
ぱ
.、 

☆

現
激
て
之
を
得
る
か
、
或
は
國
巧
市
場
に
手
持
の
金
を
賣
出
し
、
金
相
場
を
抑
制
し
て
ポ
シ
ド
貨
の
暴
落
胆
止
又
は
囘
復
を
圖

ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
に
至
る
で
あ
ら.う
。
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ア‘s
'

リ
力
の
爲
替
安
定
資
ネ
に
つぃ:

v̂
1

臂
オ
る
が
、

演'ネ
の
操
作
セ
財
務
省
め
日
報

i
b
i

現
は
れ
，る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の 

で
チ
つ
.

て
*

1
1
0

厲
ド
>

.

力
ま
本
の
中I

八
億
，ト
ル
は
：

『

爲
替
安
定
資
金1

タ

云

：ふ

項

P
:
.

の
：下
だ
、
政
府'
の

金

保

有

高

に

對

す

る

.食

債 

と
し
て
日
報
に
示
さ
れ
て

t
Q

る
。併

， .；

⑩
激
作
に
利
用
せ
ら
れ
る.殘
額
の
ニ
億
ド
ル
は
、
財
務
省
の

『
j

般
勘
定』

(
G
e
n
e
r
a
l

 

F
u
n
d
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記
入
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
以
て
行
は
れ
る
個
々
の
取
引
に
就
い
て
岭
味
す
る
こ
と
が
出
來
な

5

や
ぅ
に
な
つ
て
ゐ
る0

言
ひ
摸
へ
る
と
、 

P

W

ル
養
引
の
結
梁
：だ
け"ま
！̂
,

は

さ

：我

る

：の

で

あ

'
;
:

V

て
’

そ

，
.

の

結

果

；

W

如

何.
^
:る
.

取

，
引

か

ら

生

じ

た

，

^

の

せ

あ.る

か

は

、

这

を 

消

な

ふ

の
.

|

^

^

;

。̂
：1
?
^に

：
角^

斯

く

し

：
て
ハ
：

^

法
.

ポ
盤
潜
市
場
ポ
於
け
る
本
位
政
策
的
取
引
：の
を
め
：に
何
時
に
セ
も
刹
用
，

^

得
％ 

や

ぅ

化

，
ハ
：
.
び

A

嗔

金

：

を

保

有

出

娘

る
.

9
で
あ
：：？
.：

て
.
.
.後

满

わ

英

米
®

H

國

ま

自

由

交

，
換

赖

{
1̂
:

の
成
突
に
際
し
て
は"

財

務

長

宫

は

"
：
必 

ル

黄

金

を

幾

何

で

，
.
^
ぜ

伽

す

る

ザ

r
.

凄

{
岛

力

で

そ

の

必

激

は

，な
：

s
>
u

述
べ
た
：
0
.
.
.伸
t

ア
‘

メ
サ
力
•

ド
ル
は
、，
安
定
資
金
め

V

摩
置
.

ゆ0
1：

時
に
；

1̂
:

ギ
金
に
韻
付
け
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
；

♦

，ら
.ポ

一

ル
，

Q

金
便
値
め
働
播
を
防
业
す

，

％
た
め
に
、
安
定
資<8̂

を
以
セ
常
時J;

J
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即
ち
右
表
ゆ
如
く
、
.
•1

九i
m
:
i

年
七
以
降
に
於
い
て
、：

‘

ポン
.

ド
®

替
の
變
動
は
極
め
て
小
範
園
に
限
ら
れ
て
ゐ
を
の
で
ぁ
つ
で
、 

さ
.
.

I

年
下
半
期
に
於
：
^

る
S

相
場C

T

ポ

ン

に

付)

の
養C

は
九
：r

6

九

S
I
S
r
K

ラ
ン
、
敢

俊

フ

ラ
.

ン(

其 

の
開
象
は.
八
•

、
方

六

：
フ
、
一
フ
シ

0

で
：わ

り
 >

1
r
m
¥

に

於5

て
は
最
高
八
七•
七
.

八
1

ア
ー
フ：

ラ

七
£

フ
：ラ
ン)

三
®

年

に

於

は

最

高

八

！I

T

O

Q

フ
ラ
ン
、
最
俾
七
勝

•

五0

ス.

ラ
ン

'(

開
を
八

•.

冗
0

フ.

ラ
シ¥

1

ま
年
に
於
い
て
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-

-
-
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最
高
七
五
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ニ

五5
す
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ラ
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七
ニ
；•
五
ニ

.
I
I

foo,
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開

きn
,
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ラ
ン
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で
ぁ
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た
タ
孰
れ
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#
!
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開
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爲
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平

衡

資
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A

s

⑩
ま

加

ま

靈

は
,

く
な
つ
た
の
で
：ぁ
るo

た
y

爲
潜
市
場
が
特
別
の
緊
張
情
#
を
爱
る
や
ぅ
な
場
★

だ
け
に
、
#

處
資
金
を
以 

て
：
独
ま
伽 <

 

;

物
へ
ぱ
ド
ル
を
處
し
て

•
.
.外g

市
場
に
於
せ
る
金
文
は
外
國
爲
替
を
賈
入
ル
る
が
如
き
*

操
作
を
.

行

セ

来

て

.ゐ 

る
の
：で
ぁ
き
而
ル
て
ア
メ
リ
★

に
向
け
金
.

が
流
入
し
来
る
と、
.一
財
慧
勘 

"

^

o

,そ
の
'

湖
ポ
加
盟
截
行
の.
準

傭

®
;
^
に

於

け

る

準

備

金

勘

定

は

撥

加

す

る

の

.

で
.
.ぁ

ま
.

て
彰
響
ま
へ
る
で.
と
は
、
安
i

ま

，任
務
.

で
は
な
5

0

.鼓
に
、
，
.

市
£

行
の
過
剩
準
條
を
招
來
す
る
當
が
伏
在
し
，て
^

^
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衡

資

金

の

：影

響
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.

然
ら
ぱ
爲
替
平
銜
資
金
はA
.

如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
か
？

グ
-
.此

の

問

題

は

、
；
爲

替

、
；
賛

易

r

金
相
場
、
金
却.V

命
敦
金
融 

市
葡
等
幾
多
の
點
か
為
る
こ
と
が
出
來
、
又
.
そ
の
爲
に
は
平
衡
資
金
設
置
以
來
四
ケ
：

$

に
百一

ク

て

檢

討

す

る

必

要

が

ぁ

.
る

の

で

ぁ 

る
卞
效
に
は
そ
れ
.等
を

g

細
に
論
す
る
遺
が
な
い
。
そ
れ
故
に
、
兹
で
は
動
外
並
に
對

0

部
面
ょ
り
、
そ
のI

、
ニ
點
を
抽
出
す 

る
に
止
め
ょ
う0
.

.レ

.

.

.

一
.
，體

平

衡

資

金

の

功

罪

に

就

ぃ
て

は

、

そ

の

蓮

用

が

嚴

腐

に

附

さ

れ

て

ゐ

る

こ

と

旣

述

.の

如

く

で

ぁ

る

，
か
ら

.

、.
蔣

來

：そ

の

，內

容

ハ

公

表
さ
れ
る
ま
で
は
正
嘯
に*hi

を
制
斷
す
る
こ
と
が
困
難
，で
ぁ
る
。
俳
し
な
が
ら
、
そ
の
效
果
に

0

い

ズ

先

づ

第

，一

-

に
問
題

V
.
'

上
る
.

の.

は
爲
替
で
ぁ
り
又
そ
れ
に
及
ぱ
す
影
響
は
可
な
り
ょ
く
市
場
に
認
識
さ
れ
て
ゐ
る
。

.

今
之
を
偷
敦
市
場
に
於
け
る
爲
替
相
場
を
採
D
 

て
觀
し
よ
う
？
：

I
-

|；>if

^
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爲
替
平
衡
資
金
に
霄
い
て
 

«

0
 

ニ r

ひ
.

〕

は
、
最
高
相
場
に
比
挟
レ
て
も

一

割
以
內
で
あ.
る
’
0 

>

^れ
は
勿
論
各
月®
 

&

相
揚
で
あ
る‘
か
ら
、.

ン
ド
の‘
動

き

の

ね

は

！
資

大

.
ょ
る 

場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
鬼
も
角
，こ

.

，の
，事
は
大
勢-
と
し
て
，
紙
常
本
位
下
に
於
け
る
ポ
'

ン
.ド
が
如
何
に
比
較
的
安
定
を
歡
持
し
得 

て
ゐ
る
か
を
示‘
-

^

ど
言
っ
て
ょ
い
。
尤
も
對
來
和
場
に
於
い
て
は
、
三
三
年
の
上
半
期
中
か
ら
昂
騰
に
轉
じ
ァ
そ
め
動
き
の
巾
が
大
と 

な
っ
.

て
ゐ
る
が、
' 

こ
ル
は
ア
メ
リ
力•
ド
ル
自
體
に
起
つ
た
影
響
だ
つ
た
こ
と
は
、咐
言
す
る
ま
で
も
な

.5

の
で
，あ
る
.々

t

固
ょ
P

、
斯
ポ
シ
ド
の
相
對
的
安
定
が
、、

'
.ポf

て
平
衡
資
金
の
歉
響
に
出
で.P

ね
る
と
云
'

ふ
わ
に
は
行
か
な5

の
で
あ
る
がr 

併
し
そ
れ
に
負
ふ
こ
と
の
少
く
な
か
っ
た
こ
と
も
亦
爭
ひ
得
な
い
所
で
あ
ら
ぅ
。
而
レ
て
ポ
ン
ド
の
安
定
が
如
何
に
世
界
爲
替
の
上
に 

好
影
響
を
及
ば
し
た
か
と
云
ふ
こ
；と
も
、
ポ
ン
ド
の
货
探
通
貨
に
於
け
る
地
位
に
顧
み
れ
ば
自
ら
分
明
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
事
實
ポ
シ
ド

.
 

の

安

定

は

、

英

吉

利

帝

國

プ

；ロ

ッ

ク

の

政

；策

と

相

侠

っ

；
て
：
、

所

謂

X
.

夕
t

タ

シ

メ•
.

ズ
^
^
^
^
^
^

ン

ド

に.對
し
て
其
の
、ぱ
貨
の
：安
定
基
準
を
求
め
た
國
は
、
埃

ァ

デ

H

ン
.

チ
ィ
ン
、
簾
洲
、
ポ
リ
•ク
ィ
ァ
、
プ
ラ
ジ
‘

ル
、
丁
拔
V

エ 

:

ス
トn

ケ 

'

フ
ィX

ラ
ン
ド
、

.

印
庶
、
愛
歸
、
日
本
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
、

.！t

チ
ウ
•
ずI

t
v

ン
ア
、：.
/

\

ル
ク
エ
イ
、

パ
'.

ラ
ガ
イ
、

牙
、

.

.

.
-
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• 

■ 

• 

I 

■ 

- 

*
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•■ 
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■ 
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- 
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•
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:
f

典
、
シ
ャ
ム
、
海
峡
植

I
S

{

地
、
南
何
聯
邦
、
も
の
他
の
達
剰
豐
紫
の
多
數
に
上
っ
た
の
で
あ
る

？

，
'
' 

‘ 

r
.
f

 

し
な
が
ら
英
吉
利
の
爲
替
政
策
も
、
之
を
分
析
す
る
，と
、
そ
の
變
北
し
た
こ

’

と
を
認
め
得
る
の
で
あ
っ
て
、
平
衡
資
金
ま
最
彻
は
、 

弱
調
に
陷
っ
た
通
貨
を
援
助
す
る
倾
向
を
示
し
て
ゐ
た
？
即
ち
ド
ル
や
プ
，

|

ァ
：.ン
が
資
に
の
壓
迫
を
蒙
お
る'時
化
は
、-
之
^

^

買

支

ん

’
^

援
 

助
し
た
の
で
あ‘
る
0

平
衡
資
金
は
，
元
々
金
通
貸
の
攻
擊
さ
れ
た
場
合
に
支
援
を
與
へ
る
の
を
自
的
と
し

.

た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
ポ
ン 

ド
の
好
ま
し
か
ら
ぬ
騰
貴
を
抑
制
す
る
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
弱
氣
に
陷
つ
た
通
貨
を
買
は
ね
ぱ

■

ら
ぬ
わ
け
で
、
そ
む
結
架
は
、
平
衡
資
金
が
そ
れ
等
の
弧
貨
に
計
晝
的
な
援
胁
を
與
へ
る

0

と
、
同1

に
な
つ
た
®

で
あ
る
。
そ
れ
縱 

に
英
吉
利
の
爲
替
政
策
は
フ
ラ
ン
貨
の
低
落
を
赋
止
し
.

p
-
V

金
ズn

-

ッ
ク
の#

助
けV

ゐ
ネ
と
云
ふ
觀
も
、
.
後
に
ぱ
，現
は
れ
る 

に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、

.

鬼
に
角
英
吉
利
の
政
策
は
、
ぢ
三
年
春
頃
か
，ら
は
可
な

.

り
の
變
$

^

^

遂t

た
と
認
め
ら
れ
る

0

:
蓋
し
外
國
爲 

替
を
買
持
し
て
而
も
そ
の
減
債
の
.

危
臉
に
.

爆
さ
れ
を
を
避
け.
る
.

た

め

に

：、

•
'
直
ち
に
そ
れ#
.

の
外
貨s

:
!
<̂

に
換
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
.
 

の
政
策
變
化
の.
結
嚴
と
し
て
、
危
*
に
陷
っ
た
通
貨
に
對
じ
て
與
ぺ
ら
，れ

る

支

援

が

な

な

ア

メ

り

力

か

ら

：は
互
額
の
金
流
出 

を
見
，其
の
金
本
位
停
止
の
動
因
と
な
る
に
至
ク
た
の
で
あ

'

る
。
斯
く
し
.て11!

三

年

"
四

月

か

ら

i
d、

平
衡
資
金
の
政
策
が

I

變
し
、

-ホ
ン 

ド
は
ド
ル
に
追
隨
す
る.こ
と
、
な
り
、
金
通
貨
は
、
ド
ル
及
び
ポ
ン
ド
の
水
準
と
均
衡
を
保
っ
た
め
に
、
ポ
ン
ド
に
對
し
て
共
の
價
値 

の
上
昇
を
免
れ
ぬ
こ
と
去
っ
た
の
で
あ
る
。
.斯
ぐ
の
如
き
ド
ル
追
隨
の
政
策
は
結
局
失
敗
で
あ
っ
た
と
云
ふ
非
難
を
養
起
し
た

0

蓋 

し
ド
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
景
氣
政
策
に
ょ
っ
.

て
"

人
爲
的
に
引
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
こ
の
非
難
は
ア
メ
リ
力
の
ド 

ル.
貨， .

r
>

下
政
策
が
静
止
す
る
に
及
ん
で
消
減
に
歸
レ
た
。
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而
し
て
結
局
に
於
い
て
、
I

爲
替
平
衡
資
金
は
ッ
ポ
ン
ド.資
.

の

長

期

運

す

と

か

ぐ
•

.

を

の

.過

當

の

變

動

を

抑

止

す

る

こ 

と
が
出
艰
た
か
とW

ふ
問
®

に
關
し
て
、
ホr

ル
：ほ
次
の
如
き
結
論
を
加
へ
てt

o

即
ち 

ド
ル
の
崩
壊
以
前
に
於
い
て
：

は

、

ス
.タ 

1

リ
ン
グ
の
管
理
は
大
體
成
功
し
た
と

.

言

っ

て

‘
ょ

い

や

ぅ

で

あ

ま

i
,

し

ド

ル

安

定

化

の

：後

ぬ

於

を

は

，
•
.日
：み」

の
爲
替
變a

に 

我
序
.

を

與

へ

ん

と

す

る

企

圓

が

長

朋

机

場

に

.鼠

大

な

影

缴

を

與

へ

る

に

至

っ

た

0
 

；

は
.

耍
す
を
に
、
あ
衡
資
金
；の
：蓮
：用
に
，

.I:

定
の
限 

界
の
存
ず
る
こ
と
，を
示
す
も
の
で
あ
る
と
云
ん

g

で
あ
る
0

.

商
し
セ
.平
辦
資
金
に
よ
る
：像
普
統
制
そ
の
も
の
に
就
い

セ

は

、

短
期
間
を

爲
替
平
衡
資
金
に
就
い
て

S
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に
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梭
p

タ
I
r
^ク
金
融
及
：び
商
業
脱
引
に
於
け
.
^
^恒
常
性
一,
^

§

;

^

:

^

^默
か
ら
み
れ
化>
 

そ

作

が

好

：失

レ

.

5

,

/

^

か

る

ダ

银

：：し
な 

が

ら>
;
1
:

層

基

本

的

な

性

貧

：ど

も

：
ゥ
.が

總

觀

的

，梢

m

霞

？
^

:

史
持
と
，資
ふ
黙
か
ら
み
，を
：

^

卞
爲
替
に
於
け
：る
相
幅
お
變

動

が
養
 

な
じ
と
か
お
る
の
で
あ
る0
;

そ

S

意

味

ら

言

ふi
l
、
.

平

衡

資

盤

制

欺

ね

，
根

廣

に

.

1
1
1
:̂

る

氣

舰

t̂
、

不

セ<5
:̂

で

あ

る

言

べ

：
み

平

‘衡

資 

<

^

&

關
與
ず
る
と
と
ろ
は
，
或
？
<
?

廣
だ
服
<
2
'れ
た
.
膨
態
終
け
で.
；^:
<
:
:
^
^ク̂
之
を
ぱ
：
^

^

ル
.

：か

動

搖

に

ょ

つ

+

ぐ
敷
敏
さ
れ
し
が
如
き
場
合
；に 

適
用
せ
ん
.

と
す
1^0
の
：
は

、
：
霉

に

會

臉

-
v
i言

ぱ

：ね

ぱ

な

ら

.

な
5
0,
:

脈
誇
ホ
鄉
資
は
、
.爲
替
と
嫩
價
と
ひ
間
に
得
す
を
粮
则
關
係
か
ら
免 

れ1
<
?

永
久
的
力
法
を
與
へ
る
も
の
？
^

は̂
^

い
-

びP

於

つ
て
、
爲
替
動
搖<
^制

！
！

す
る
*

と
®
ふ
限
ら
れ
た
目
的
が
ょ
く
達
成
さ
れ
得
る
の 

は
、
そ
の
管
理
さ
れ
る
通
货
が
不
安
定
狀
態
に
在
嘴
5

主

#

通

貨

だ

と

云

ふ

場

合

の

み

に

限

ら

れ

る

.、
と

云

ぶ

の

で

あ

る

0

&

四
.

)

 

爲

替

平

衡

資

金
0

蓮

用

と

其

の

；̂

果

と

に

限

界

れ

存

や

る

こ

と

を

V

明
示
す
る
見
解
と
言
ふ
ぺ
ぎ
で
あ
ら
ぅ
o

'
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:
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英
吉
利
0

.
國

内

雜面
に
關
し
て
は
、

：

平
衡
資
金
：於
そ
の
；低
金
利
政
策
の
主
耍
構
成
®

素

；
,
^
成

し

て

ゐ
る
こ
と
,
看

過

し

て

はな
ら 

か
い
0

,

こ
の
事

は

？.能

に

述

パ

た

平

御

資

金

.
ひ

操

作

か

ら

も

、
.
；̂そ
れ
が
中
央
銀
疗
か公
開
市
場
操
作
の
性
質
を
有
し’て
ゐ
る
點か
ら
 

も
、
判
る
こ
と
で
あ
ら
ぅ

9
大

職
前
英
蘭
銀
行
ね
割
引.政
策

は

金

準

®

の

保

護

を

第

.

1

義
的
徵
準
に
置
い
た
.の
で
.
あ
る
か
ら
、
：英
蘭
銀 

ほ
は
！
 

P
1
!
1

百
萬
ポ：

ン
K

の
#
；

準
傭
0

墻
減
が
あ
つ’
て
も
、"
凰
タ
割
引
步<
ロ
を
鐵
更
し.
な
£

れ
ぱ
な
>
1
^
な
か
つ
れ
れ
で
あ
る0
,
然
る
に 

平
衡
勘
定
ほ
白
ら
金
を
保
有
し
？
金
.及
び
外
國
爲
替
のW
買
に
ょ

て
ハ金
相
場
及
.び
爲
替
相
場
を.
§

じ
得
ろひ

，.：̂
.
,

ら
す
* 

蔵
券
の
f

を
.

通
じ
て
、
：金
融
市
場
の.資

金

：の

繁

閑

を

調

整

す

る
と
：
と

，P

出
來
る
.
.の
で
あ
つ
；て
、
英
吉
科
れ
低
金
利
が
,J

の
制

度

に

敦

m

ふ
所
は
砂
<

な

5

 f
U

認
め
ら
れ
る.
の
で
：あ
る6̂

 

‘
•

-

ッ
$

-

巧一：：：

ご一

V

 

.

ゾ

.
.

 

.

V

ぃ
緣
返
述
べ
た
通
り
、
平
衡
資
金
の
連
用
は
極
跡
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
內
容
を
知
る
と
と
は
固
よ
り

W

來
な
い
。 

そ
札
ま
ぬ
、.'
.そ
の
，述
用
狀
態に
關
し
て
.

糧
々
の
推
測
が
下
さ
れ
、
‘

又
®

々
資
金
の
個
渴
が
臆
測
さ
れ
た
り
す
る
0
 

#

し
な
が
ら
そ
の
運 

用
狀
態
に
關
し
て
は
全
然
推
算
の
方
法
が
な
い
け
で
：は
な
く
、
殺
に
は
：そ
の
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ペ
ィ
か 
>

の
推
算
は
、‘：.11

っ
の
推
測
を
前
提
と.
し
て
ゐ
る
。
第.

1

は
、
爲
替
平
衡
資
金
が
保
有
し
て
ゐ
る
英
貨
資
産
は
、
全
部
大
蔵 

省
か
ら
直
接
受
取
っ
た
大
藏
醫
證
券

(

所
謂
タ
ッ
プ
，
ビ..ル
.

〕

の

形

で

：
存

す

る

：

^

1

と
-

<

云
：
ふ
假
：楚

で

あ

る

0 

.假

ね

に

平

衡

資

金

が

ホ

場

，

蔵

券.
の

寶

買

を
.

：̂
た

か

、
：
或

は

其

他

：の
：
種

類

の

英

貨

資

産

を

保

有

，し

を

：
ン
，
す
；
れ

ぱ

ブ

そ

れ

丈

.

推
算
は
親
霞
を
入S
む
こ
と
、
な
る

.

が
、
俳 

し
多
額
の
蔵
券
を
入
札
叉
は
賈
入
れ
た
：ホ
ン
誠
は
長
期
證
券
を
保
有
し
た
り
す
る
事
は
恐
ら
く
實
行
便
宜
で
な
か
ら
う
。

勿
諭
平
衡
資
金
が
、
：；
をP

保
有
を
使
®

-

^

す
る
他
.
额
の
英
貨
資
産
が
な’
.い

で

は

な

い

。
：
即

ち

英

请

銀

行

へ

：

の
： ®

金

，
と

：
、

大

藏

臂

へ

，
‘

Q

 

貸
付
金
で
あ5̂
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ず
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又
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條
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有
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.
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生
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衡

勘
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す
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を
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ず
る
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：
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總
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縮
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蒸
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三

1
.1

年

七

月

創

設

，さ
，れ

た

當

時

の

基

金

は

、

ニ

五

0

首
萬
ポ
ン
ド
の
蔵
券
と
、
奮
弗
爲
替
資
金
の
淺
額
約一

二
三
百 

萬

ポ

0

^

り
<
^

額
に
ウ
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5
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て
は
稷
々
相
壞
じ
た
推
算
が
あ
ヵ
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前
揭
丄
た
所
と
同

K

で

な

い

：が

r

姑
ら

v
i

f

問
に
附
す
る)

ふ
の 

昏
計
す

-?§

つ
、
た

プ

厂
-

C

m

尤

も
.

の
：
中

か

ら

、

4
.

九
三
.
.
一
年
に
：借
入
か
た
外
債
の
返
濟
に
際
し
て
蒙
つ
.

た
損
失
を
差
引
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
：

5
0:
此
損
失
合S
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は
舊
弗
爲
當
資
金
と
炎
體
同
じ
位
と
認
め
ら
れ
る
の
.

せ
>

結
局
.

！
冗0

百
萬
ポ
シ
ボ
わ
藏
券
が
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初
の
基
金
；や
あ
つ
た
と
、
推
測
出
來

^

^

 

,
•
'
,
V

，
こ

：.：
.：'
k
.
.

 

.

 

‘
，
，
.：

：.、

.
：
：

r
 

I
,

,

,

.

其
後
平
衡
勘
定
の
塞
金
は
梢

加
，，
>
て
.，：

ゐ
：る
の
：
.

で
あ
つ
セ.
、
第
.I

に
、一
九
三ニ：一

年
五
月
に
は
平
衡
勘
定.の
た
め
に一

S

德
の
藏
券
が 

增
發
ざ
れ
て
ゐ
る
。

'

次
に
平
衡
勘
定
の
傭
け
た
利
潤
が
あ
り
、
そ
れ
は

1
1
g

百
萬
ポ
ン
ド
と
推
算
せ
ら
れ
る
。
更
に
、
英
蘭
銀
行
に
對

1

し
て
寶
却
し
た
金
か
ら
得
ら
れ
た
利
潤
の
制
當
が
あ
る
。

H
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右
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計
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七
四
百
.

萬
ポ
シ
ド
か
ら
は
、
猶
ほ
按
除
す
ぺ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
英
蘭
銀
行
へ
轉
資
し
た
金
の
原
償
と
、
同
行
か

ら
其
代
金
と
し
て
受
瀬
し
た
價
格
と
の
差
額
で
約
四
！一

百
寓
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
，

そ
こ
で
平
衡
勘
定
保
有
全
資
産
の
英
貸
慎
値
は
約
三
三
二
百
萬
ポ
ン
ド
で
あ
る

0

か
る
平
銜
勘i

g

の
基
金
は
如
何
に
遲
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
0

前
述
の
假
定
を
應
用
す
れ
ぱ
三
つ
の
推
定
が
出
來
る
0

即

ち一

方
は
、
平
衡
資
金
の
全
英
貸
資
産
が
夕
ッ
ブ
•
ビ
ル
で
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
並
に
政
府
の
他
の
省
及
ぴ
機
關
は
之
を
少
し

も
保
有
し
て
ゐ
：ホ
；

5

こ
と
を
假
定
す
る
場
合
で
あ
る
。
之
に
據
る
と
、
平
衡
勘
定
の
英
貨
資
産
は

(

.

一
九
三
六
年
因
月
一.1

日
に
於
い

て)

明
か
にI

,

九
五
百
萬’
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
英
貨
外
資
産
は

j

 

I

ニ
七
百
萬
ポ
ン
ド
と
な
る
害
で
あ
る
。

他

の一

ホ
は
，‘
‘平
衡
勘
定
以
外
に
保
有
さ
れ
る
夕
.

ッ
プ
•

ビ
ル
の
.

合
計
額
が
、
平
衡
勘
定
創
設
以
前
と
同
額

(

即
ちj 

©
冗
百
萬
ポ
ン

ド
レ
で
あ
^
?̂1

澤
.
る
場
合
で
あ
る
。
此

想

定

で

は

、
平
衡
勘
定
の
，英

貨

資

産

.
は
冗
0
百
萬
ポ
ン
ド
と
な
り
、
英
貨
外
資
産
は
！1 <

 

二
百
寓
ポ
ン

：

ド

で
あ
る
。
V,

.
此1

一

つ

め

蜜

は
'

⑧

らV、

極

端ホ
！
！：

條

は

そ

の

中

間

の

何

れ

か

に

在

る

ガ

ら

.

ぅP

今
假.

0
-

に
、
平
衡
勘
定
以
外
に
保
有
さ
れ
る
右
蔵 

券
の
合
；
^

が
二S

年

一
i
.
E：：

に
約j

四
五
百
禽
ポ
ン
ド(

勘
定
創
設
.

#

f

同
額)

で
き
た
と
し
、
旦

C
V

そ

れ

紧

、
そ
の
中
九
冗 

百
萬
ざ
ド
ま

一
.

分f
-

利
公
智
若
し.
^

は
他
の
ま
挪
期
の
接
近
ま
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債
の
ま
拂
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衡
勘
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；

券
：
^

冗<
5

百
寓
ポ
シ
？

ホ
る0
獨
つ
て
平
衡
勘
定
の
英
貨
資
産
め
現
在
額
は

I

四
五
百
萬
ポ
ン

K

で
あ
つ
て
、

遵

ま

ま

ま

ぃ

ヴ

 

こ
五
"

(

一
八
！
§

•i

ii
i

\



ニ
爲
潜^*
衡
資
金
，
に
就
い

-
^
;
^

®

外
資
塵
は4

,

八
七
.百
寓
ポ
ン
ド
と
な
るS

で
あ
る
タA 

. 

' 

, 

V 

リ
以
.上
.の
推
算
に
從
ひ
之
を
貸
借
對
照
表
を
以
て
示
す
と
.
.

(

單
位
百
萬
ポ
ン
ドy

:

.

.

*̂
3̂
'

-
 

* 

賞
.

.

X
.
.
.
.
-
,

.

. 

.

.

.

.
'

.

1

,
:
:
1
^衡̂

働

ぜ

に

交

咐

さ

れ

た

韻

券

：
，
：

： 

m

五0
.

 

ニ 

.こ
*

弗

爲

替

資

金\

a

九
三
2

.

»
 

.

.金 

ガ
債
償
纖
損
失
，
 

■ 

 ̂

潤

： 

收

利

，
潤
，

割-
當

利

.

.

.
，
潤

患

き.

資

.

，産

：‘ 

轉

券

，
手

許
.

有

高
’
 

金

其

他

英

貨

資

産

，.
，

,

原

，

• 

'
慣

m

三

j
a
m

k

一
四

0  0
ニ
ニ
ハ

三
，
八

六 

1

四

五

.

ド.
へ
：k

蘭
銀
行
：
.

へa

*

渡
金
勘
定
：
-

.-
:

： 

J

 

:

ニ
-
. 

. 

V 

r

 

.

- 

- ■ 

一
.：

：
：

 

‘
 

k
 

 ̂

.

.

. 

:, 

n

 IT
:. 

. 

k
'
四

：
.
：.
‘て

'

:

.

:
-

■

s 

'
.
,
,

總 

V

、
/
& 

:
: 

ニ1

八
六

k

六

S

第一

ヴ
四
半
期
當
初
に
於
け
：る
運
用
狀
態
は
右
の
如
く
で
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あ
♦

が
、：丁
度
そ
の
：

一
::

需

ド

は

、
そ
の'
英
貨
資
産
が
約一

一
八0

百 

萬
ポ
ンi

ボ
ガ
推
算
さ
れ.
た
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間

に
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資
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1

嚴
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ポ
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ド
を
棱
大
す
る
に
至
つ
た
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の
と
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め
ら
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行

あ

が
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衡
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の

：保
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金

わ
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評
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丸
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檢
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の
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は
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A

な

く
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國

資

金
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倫

敦

へ

の
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を

、
；
單

に

反

映

ぜ

ネ
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:

あ
り
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て
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分

は

海

外

事

態

の

：
變

：化

に

應

i
i： y

て
豫
吿
な
ぐ
引
上
げ
ら'れ
.る
性
質
の 
'も
の
-
‘で
あ
ら
ぅ
。'ぃ
併
し
そ
れ
が
な
め
：に
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攀

ろ
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踏
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慎

値
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最

：近

r

年

間

著

し

：ぐ

安

定

し

、

'

「

事

笠

；れ
安
定」

を
實 

現

し

て

ゐ

る

が

、

斯

る

安

定

は

，..：

俊

令

外

國

資

金

：の

'

相
.

當
.

多
額
：の
引
揚
げ
が
突
發
し
た
と
し
て
も
、
依
然
維
持
し
得
る
こ
と
が
期
寺
さ

-
此
意
味
£
.於
い
て
平
衡
勘
定
の
運
用
は
、
國
際
金
融
中
心
市
場
と
し
て
の
倫
敦
，の
地
位
を

ぱ

、
S
な
ら
し
む
る
に
役
立
つ
て
ゐ
る 

爲
替
平
衡
資
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に就
い
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各

國

爲

替

平

衡

資

金

：
の

壽

め

：
項

に

述

：
ベ

た

所

に

お

：

g

で
、
.
平

衡

資

金
.

そ
'

の

が.
の
に
1

を
1

:

の
あ
う
た
と
と
が
雖sr

q

來
る
の 

や
あ
.

る
け
如
ち
ぐ.
先
づ
鋳
替
賴
場i

け
：るf

0

i

を
阻
止
P

て
：を
れ
長
明
運
動
を
圓
滑
な
：ら
し
ね
'を
だ
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の 

が
け
‘

金
本
位
離
脱
ゆ
際
に
於
け
る.爲
替
i

め
，f

ば

乃

，
至

は

ぐ

を

の

.

1

填
’

へb

i

の
促
應.

g

だ
め
か
手
段
と‘
し
て
辦
ら
れ
ろ
.に 

塞
め
.

た
®

せ
#

る
©

.

俳
し
参
が
ら
、
此
等
は
何
れ
も
未
だ
爲
替
安
定
政
策
の
械
を
脆
し
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
眼
り
に
於
い
て
は
、 

嘗
.

て

各

國

期

間

を

眼

め

；

P
.

行

：は

れ
.

た

爲

替.釘

付

政

策

；：

c
î
e
g
g
i
n̂
;
‘p
^
o
l
i
s
t

を
相
ま
る
遠#

も§

セ

！：
^

な
い
。^
藍
し
孰
か
も
、
吾 

:

み
，の
所
謂
爲#

I
K

買
調
節
策
に
嵐
す
る
も

r
O
I

だ
か
ら
；でi
o

;

但

し

ア

ヌ

リ

，力
；
の
：場

合

は

味

營

现

的

金

復

歸

-
i
r

同
串
に
設
置
さ
れ 

た
の̂
^

あ
る
：を
.

、
：
金

プ

持

，
ッ

タ

籍

國

<

^

ほ

逆

：の

行

き

.
方

で

あ

る

け

れ

ど

も

，、
そ

の

爲

替

統

制

手

段

と

じ

て

の

意

：鼠

に

於

い

て

ほ

"

殆 

ん
どs

{
^

の
なS

も
の
で
あ
る
。
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:
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;

然
る
に
、
Z
の
.

爲
替
平
衡
資<5̂

の
も
つ
意
義
に
ウ
い
て
、
最
近
奢
し

い
變
化
0

生
す
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
注
目
に
偵
す
る
こ
と
で 

あ
る
0

そ
れ
は
他
せ.
も
な
，5
0:
英
米
®

三
國
間
に
金
自
由
交
換
協
定
の
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る

0

こ
の
協
定
に
就
い
て
は
、
本
誌
其
の 

他
の
場
所
に
於
い
，
.

て
述
.
ベ
，た
b

,

と
が
あ
る(

健一
〕

か
ら
、

鼓
に
再
述
を
避
け
る
が
、
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